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電⼦納品要領（実施設計・⼯事）及び⼯事記録写真電⼦管理要領の⼀部改定について 
 
 
 
 平素は格別のお引き⽴てをいただき熱くお礼申し上げます。 

下記のとおり、実施設計業務等電⼦納品要領、⼯事完成図書電⼦納品要領、⼯事記録写真
電⼦管理要領を改定いたしましたのでお知らせ致します。 
 
 
 

記 
 
 

国⼟交通省電⼦納品要領（R5.03）の改定に合わせ、記載内容の変更・追加を⾏いました。
合わせて JS 独⾃の表現等について、⼀部改定を⾏いました。 

改定箇所の詳細は、新旧対照表をご覧ください。 
 
 

以上 
 



改定の主なポイント 

 

要領、様式、チェックシステム、作成支援ソフトを JS 電子納品関係 Web サイトに公開しま

した。 

【実施設計業務等電子納品要領】 

1． 用語の定義を変更、追加しました。 

 国土交通省電子納品要領(R5.03)に合わせた変更・追加。 

 オリジナルファイルに関する定義の追加など。 

2． 業務管理ファイルの構成を変更・追加しました。 

 国土交通省電子納品要領(R5.03)に合わせた変更・追加。 

ICON フォルダや BIM/CIM フォルダなど一部フォルダ名は記入不要とするなど。 

テクリス情報の入力に関する項目を追加。 

3． 業務管理ファイル（JS）に記入する業務管理項目について詳細に記載しました。 

4． DTD ファイル、XSL ファイルに関する解説を追加しました。 

5． 使用可能な電子媒体の形態に BD-R を追加しました。 

6． 電子成果品送付先の名称を「事業統括部技術管理課」及び「システムマネジメント課」

に修正しました。 

7． 付属資料 3.WBS CODE BOOK 1.作業 WBS CODE の更新、記載形式の変更 

【工事完成図書電子納品要領】 

1．用語の定義を変更、追加しました。 

   国土交通省電子納品要領(R5.03)に合わせた変更・追加。 

    オリジナルファイルに関する定義の追加など。 

2．工事管理ファイルの構成を変更・追加しました。 

 国土交通省電子納品要領(R5.03)に合わせた変更・追加。 

ICON フォルダや BIM/CIM フォルダなど一部フォルダ名は記入不要とするなど。 

3．XSL ファイルに関する解説を追加しました。 

4．使用可能な電子媒体の形態に BD-R を追加しました。 

5．電子成果品送付先の名称を「事業統括部技術管理課」及び「システムマネジメント課」

に修正しました。 

6．DTD ファイル、XSL ファイルの命名規則を変更しました。 

7. 付属資料 3.WBS CODE BOOK 1.作業 WBS CODE の更新 

【工事記録写真電子管理要領】 

1． 写真ファイル、参考図ファイル、動画ファイルの記録形式に関する内容を追加しました。 

2． 使用可能な電子媒体の形態に BD-R を追加しました。 

https://www.jswa.go.jp/denshi/denshi.html


⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
１．⼀般事項 3 １．１ 適⽤範囲

・電⼦納品要領（⼯事）は、完成図書を電⼦納品する際のフォルダ構成や
ファイル形式、電⼦媒体の仕様等について、国⼟交通省が定める『⼯事完
成図書の電⼦納品要領H28.3』（以下、「国交省要領」という）及び『CAD

製図基準H29.3』（以下、「国交省CAD基準」という）に準拠して、 JSにおけ
る運⽤を規定したものである。
・電⼦納品要領（⼯事）において、  マークが記載されている内容は、
国交省要領、国交省CAD基準、国⼟交通省の『電⼦納品等運⽤ガイドライン
【⼟⽊⼯事編】H28.3』、及び『CAD製図基準に関する運⽤ガイドライン
H29.3』に定める事項に対して追加、修正等を⾏って、電⼦納品要領（⼯
事）で独⾃に規定した内容を表すものである。

１ １．１ 適⽤範囲
・電⼦納品要領（⼯事）は、完成図書を電⼦納品する際のフォルダ構成や
ファイル形式、電⼦媒体の仕様等について、国⼟交通省が定める『⼯事完
成図書の電⼦納品要領R5.3』（以下、「国交省要領」という）及び『CAD製
図基準H29.3』（以下、「国交省CAD基準」という）に準拠して、 JSにおける
運⽤を規定したものである。
・電⼦納品要領（⼯事）において、  マークが記載されている内容は、
国交省要領、国交省CAD基準、国⼟交通省の『電⼦納品等運⽤ガイドライン
【⼟⽊⼯事編】R5.3』、及び『CAD製図基準に関する運⽤ガイドライン
H29.3』に定める事項に対して追加、修正等を⾏って、電⼦納品要領（⼯
事）で独⾃に規定した内容を表すものである。

年版改定

4 １．２ 準拠する要領・基準 2 １．２ 準拠する要領・基準
表 1-1 準拠する要領・基準 表 1-1 準拠する要領・基準

⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4
 項⽬(番号は改定前)

⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4
理由

１．⼀般事項 年版改定

JS JS
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

１．⼀般事項 ― ― 4 ス)  ⼯事帳票
 ⼯事帳票とは、施⼯計画書、打合せ簿、段階確認書、⼯事履⾏報告書、
材料確認願、品質管理資料、出来形管理資料等の定型様式の資料、⼯事打
合せ簿等に添付して提出される⾮定型の資料をいう。
セ)  ⼯事書類
 ⼯事書類とは、⼯事写真および⼯事帳票をいう。
ソ)  オリジナルファイル
 オリジナルファイルとは、CAD、ワープロ、表計算ソフト、3次元モデ
ル、点群データ、スキャニング（紙原本しかないもの）によって作成した
電⼦データ等のことをいう。

⽤語の定義を追加

⽂⾔を国⼟交通省の要領に
合わせて修正、追記

１．⼀般事項 5 １．３ ⽤語の定義

ア） 電⼦納品
 電⼦納品とは、電⼦成果品を納品することをいう。
イ） 電⼦成果品
 電⼦成果品とは、設計図書に規定される完成図書のうち、電⼦納品要領
（⼯事）等に基づいて作成した電⼦媒体をいう。
ウ） 電⼦媒体
 電⼦媒体とは、電⼦成果品を格納した記録媒体(CD-R⼜はDVD-R)をい
う。
エ） 設計図書
 設計図書とは、特記仕様書、図⾯、⼀般仕様書、標準仕様書、現場説明
⽤設計書、⼯事現場説明書及び現場説明に対する質問回答書をいう。
オ） ⼯事完成図書
 ⼯事完成図書とは、⼀般仕様書等に規定された⼯事完成時に納品する成
果品をいう。
（中略）
ク） 発注図
 発注図とは、⼊札に際して発注者が⽰した設計図、発注者から変更⼜は
追加された設計図をいう。

3 １．３ ⽤語の定義

ア） 電⼦納品
 電⼦納品とは、受注者が発注者に、電⼦成果品及び⼯事帳票を納品する
ことをいう。
イ） 電⼦成果品
 電⼦成果品とは、共通仕様書に定める⼯事完成図書のうち、電⼦的⼿段
によって発注者に納品する成果品となる電⼦データをいう。
ウ） 電⼦媒体
 電⼦媒体とは、電⼦成果品を格納した記録媒体(CD-R、DVD-R、BD-R)
をいう。
エ） 設計図書
 設計図書とは、特記仕様書、図⾯、⼀般仕様書、標準仕様書、現場説明
⽤設計書、⼯事現場説明書及び現場説明に対する質問回答書をいう。
オ） ⼯事完成図書
 ⼯事完成図書とは、⼯事完成時に納品する成果品をいう。なお、電⼦成
果品は、ガイドラインに基づき作成する。
（中略）
ク） 発注図
 発注図とは、⼊札に際して発注者が⽰した設計図、発注者から変更⼜は
追加された設計図及び設計図のもととなる設計計算書等をいう。ただし、
詳細設計を含む⼯事においては契約図書及び監督職員の指⽰に従って作成
したものを発注図とすることができる。ただし、本要領で設計計算書等は
対象外とする。
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

３．フォルダ構成 9 7 DTD、XSLバージョンを最
新版に変更

図3-1 フォルダ構成 図3-1 フォルダ構成
３．フォルダ構成 10 国交省要領の「情報共有システムから⼯事帳票を出⼒する場合」のフォル

ダ構成に準じる。「REGISTER」、「ICON」フォルダは作成しない。
8 国交省要領の「情報共有システムから⼯事帳票を出⼒する場合」のフォル

ダ構成に準じる。「REGISTER」、「ICON」、「BIMCIM」フォルダは作
成しない。

BIMCIMフォルダを追加

４．⼯事管理ファイル 12 ４．１ ファイル形式
【解説】
（中略）
・XMLファイルの表⽰形式（スタイル）を定義するXSLファイルは、外部
ファイルの参照⽅式とし、対応する管理ファイルと同じ階層（（図3-1参
照）に格納する。

10 ４．１ ファイル形式
【解説】
（中略）
・XMLファイルの表⽰形式（スタイル）を定義するXSLファイルは、外部
ファイルの参照⽅式とし、対応する管理ファイルと同じ階層（（図3-1参
照）に必ず格納する。

「必ず」を追記

SPEC01.XXX （特記仕様書ファイル01）

SPECnn.XXX （特記仕様書ファイルnn）

電子媒体ルート

（CD-R または
DVD-R）

INDEX_C.XML （工事管理ファイル（国交省））

INDE_C05.DTD （文書定義ファイル）

INDE_C05.XSL （スタイルファイル）
INDEX_CJ.XML （工事管理ファイル（JS））
IND_CJ01.DTD （文書定義ファイル）

IND_CJ01.XSL （スタイルファイル）

PLAN.XML

PLAN05.DTD
PLAN05.XLS

PLA01_01.拡張子 （オリジナルファイル01_01）

PLAnn_mm.拡張子 （オリジナルファイルnn_mm）

破線枠部分は

電子納品要領（工事）独自の規定

DRAWINGF.XML
DRAW04.DTD
DRAW04.XSL
DRAW_JS.XML
DRA_CJ01.DTD
DRA_CJ01.XSL

DRAWINGF

001CXXXZ-○○○○○.拡張子 （図面ファイル001）

nnnCXXXZ-○○○○○.拡張子 （図面ファイルnnn）

地質・土質調査成果電子納品要領に準拠

（完成図フォルダ）

PDF

XML

DTD
XSL

PDF

XML

DTD

XSL

PDF

SXF

or

PDF

PDFSPEC

（特記仕様書オリジナル
ファイルフォルダ）

IMAGE

（図面画像ファイルフォルダ）

PLAN

（施工計画書
フォルダ）

PDF

XML

DTD

XSL

ORG

MEET.XML

MEET05.DTD
MEET05.XLS

M0001_01.拡張子 （オリジナルファイル0001_01）

Mnnnn_mm.拡張子 （オリジナルファイルnnnn_mm）

MEET

（打合せ簿フォルダ）

PDF

XML

DTD

XSL

PDF
SXFの

PDF化

PDF

PDF

OTHRS.XML

OTHRS05.DTD

OTHRS05.XLS

Mynn_01.拡張子 （オリジナルファイルynn_01）

Mynn_mm.拡張子 （オリジナルファイルynn_mm）

OTHRS

（その他フォルダ）

PDF

XML

DTD
XSL

PDF

BORING

ORG

ORGynn

（地質データフォルダ）

001CXXXZ-○○○○○.PDF （図面ファイル001）

nnnCXXXZ-○○○○○.PDF（図面ファイルnnn）

図面管理
ファイル

（施工計画書オリジナル
ファイルフォルダ）

（打合せ簿オリジナル
ファイルフォルダ）

（その他オリジナル
ファイルフォルダ）

SPEC01.XXX （特記仕様書ファイル01）

SPECnn.XXX （特記仕様書ファイルnn）

電子媒体ルート
（CD-R または

DVD-R）

INDEX_C.XML （工事管理ファイル（国交省））
INDE_C09.DTD （文書定義ファイル）
INDE_C09.XSL （スタイルファイル）
INDEX_CJ.XML （工事管理ファイル（JS））
IND_CJ01.DTD （文書定義ファイル）
IND_CJ01.XSL （スタイルファイル）

PLAN.XML
PLAN05.DTD
PLAN05.XLS

PLA01_01.拡張子 （オリジナルファイル01_01）

PLAnn_mm.拡張子 （オリジナルファイルnn_mm）

破線枠部分は

電子納品要領（工事）独自の規定

DRAWINGF.XML
DRAW04.DTD
DRAW04.XSL
DRAW_JS.XML
DRA_CJ01.DTD
DRA_CJ01.XSL

DRAWINGF

001CXXXZ-○○○○○.拡張子 （図面ファイル001）

nnnCXXXZ-○○○○○.拡張子 （図面ファイルnnn）

地質・土質調査成果電子納品要領に準拠

（完成図フォルダ）

PDF
XML

DTD

PDF

XML

DTD

XSL

PDF

SXF

or

PDF

PDFSPEC

（特記仕様書オリジナル
ファイルフォルダ）

IMAGE

（図面画像
ファイルフォルダ）

PLAN

（施工計画書
フォルダ）

PDF
XML

DTD

ORG

MEET.XML
MEET05.DTD
MEET05.XLS

M0001_01.拡張子 （オリジナルファイル0001_01）

Mnnnn_mm.拡張子 （オリジナルファイルnnnn_mm）

MEET

（打合せ簿フォルダ）

PDF

XML

DTD

XSL

PDF
SXFの

PDF化

PDF

PDF

OTHRS.XML
OTHRS05.DTD
OTHRS05.XLS

Mynn_01.拡張子 （オリジナルファイルynn_01）

Mynn_mm.拡張子 （オリジナルファイルynn_mm）

OTHRS

（その他フォルダ）

PDF

XML

DTD

XSL

PDF

BORING

ORG

ORGynn

（地質データフォルダ）

001CXXXZ-○○○○○.PDF （図面ファイル001）

nnnCXXXZ-○○○○○.PDF（図面ファイルnnn）

図面管理
ファイル

（施工計画書オリジナル
ファイルフォルダ）

（打合せ簿オリジナル
ファイルフォルダ）

（その他オリジナル
ファイルフォルダ）
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

４．⼯事管理ファイル 12 ４．１ ファイル形式
【解説】
（中略）
・XSLファイルは任意ファイルを⽤いてもよい。

10 ４．１ ファイル形式
【解説】
（中略）
・XSLファイルは電⼦成果品閲覧時のビューアとして利⽤するため作成す
る。各管理ファイル（JS）⽤のXSLファイルはJSの電⼦納品Webサイトか
ら⼊⼿できる。内容⽅法（スタイル）は任意とするが、電⼦ファイルには
ハイパーリンクを必ず設定し、スタイルシートのリンクから資料を閲覧で
きるようにする。

XSLファイルに関する記載
を修正

４．⼯事管理ファイル ― ― 11 図⾯情報穂画像を追加

４．２ ファイル命名規則 ４．２ ファイル命名規則
表4-1 ⼯事管理ファイルの命名規則 表4-1 ⼯事管理ファイルの命名規則

12 DTD、XSLバージョンを変
更

４．⼯事管理ファイル 13

ファイル名 命名規則 データ表現 文字数 説　明

① 半角英大文字 7 文字固定（INDEX_C）

② 半角英大文字 3 拡張子固定（XML）

① 半角英大文字 6 文字固定（INDE_C）

② 半角数字 2 準拠する国交省要領の版番号

③ 半角英大文字 3 拡張子固定（DTD）

① 半角英大文字 6 文字固定（INDE_C）

② 半角数字 2 準拠する国交省要領の版番号

③ 半角英大文字 3 拡張子固定（XSL）

① 半角英大文字 8 文字固定（INDEX_CJ）

② 半角英大文字 3 拡張子固定（XML）

① 半角英大文字 6 文字固定（IND_CJ）

② 半角数字 2 本要領の版番号

③ 半角英大文字 3 拡張子固定（DTD）

① 半角英大文字 6 文字固定（IND_CJ）

② 半角数字 2 本要領の版番号

③ 半角英大文字 3 拡張子固定（XSL）

工事管理ファイル
（国交省ファイル）

ＤＴＤファイル
（国交省ファイル）

工事管理ファイル
（ＪＳファイル）

スタイルシート
（ＪＳファイル）

ＤＴＤファイル
（ＪＳファイル）

XSLファイル
（国交省ファイル）

INDEX_C.XML

INDE_C05.DTD

INDEX_CJ.XML

IND_CJ01.DTD

INDE_C05.XSL

IND_CJ01.XSL

① ②

① ② ③

① ② ③

① ②

① ② ③

① ② ③JS

JS

JS
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル） ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
表4-2 ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）（1/3） 表4-2 ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）（1/3）

４．⼯事管理ファイル 14 13 国⼟交通省電⼦納品要領最
新版に合わせた変更・追加
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

４．⼯事管理ファイル 15 表4-2 ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）（2/3） 14 表4-2 ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）（2/3） 国⼟交通省電⼦納品要領最
新版に合わせた変更・追加
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

４．⼯事管理ファイル 16 表4-2 ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）（3/3） 15 表4-2 ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）（3/3） 国⼟交通省電⼦納品要領最
新版に合わせた変更・追加

４．⼯事管理ファイル 16 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
凡例
―

16 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
凡例
*1) 緯度経度は、条件付き必須記⼊とし、データが分かる場合は必ず記⼊す
る。（平⾯直⾓座標は必須記⼊とする。）
*2) 平⾯直⾓座標系番号の詳細については、国⼟地理院のホームページを参
照する。
*3) 着⼿打合せ時に⼯事担当課について確認を⾏った上で記⼊する。

追加
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

４．⼯事管理ファイル 17 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（３） 適⽤要領基準
・電⼦納品要領（⼯事）は、国交省の「⼯事完成図書の電⼦納品要領
（H28.3）」に準拠するため（「1.1 適⽤範囲」【解説】参照）、⼯事種別
に関わらず、「⼟⽊201603-01」（固定）を記⼊する。

16 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（３） 適⽤要領基準
・電⼦納品要領（⼯事）は、国交省の「⼯事完成図書の電⼦納品要領
（R5.3）」に準拠するため（「1.1 適⽤範囲」【解説】参照）、⼯事種別に
関わらず、「⼟⽊202303-01」（固定）を記⼊する。

年版改定

４．⼯事管理ファイル 17 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（４） 台帳フォルダ名、台帳ファイルフォルダ名
・電⼦納品要領（⼯事）では、記⼊不要とする。

17 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（４） 台帳フォルダ名、台帳オリジナルファイルフォルダ名、ICONフォル
ダ名、BIMCIMフォルダ名
・電⼦納品要領（⼯事）では、記⼊不要とする。

台帳オリジナルフォルダに
修正
ICON、BIMCIMフォルダを
追記

４．⼯事管理ファイル 17 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（８） 住所
・住所は、設計図書等に⽰された住所を記⼊する（複数記⼊可）。
・データ表現は、全⾓⽂字・半⾓英数字とし、全⾓英数字は⽤いてはなら
ない。
【良い例】東京都新宿区四⾕三丁⽬30番10号ABCビル
【悪い例】東京都新宿区四⾕三丁⽬３０番１０号ＡＢＣビル

17 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（８） 住所
・住所は、設計図書等に⽰された住所を記⼊する（複数記⼊可）。
・データ表現は、全⾓⽂字・半⾓英数字とし、全⾓英数字は⽤いてはなら
ない。

例⽰を削除

４．⼯事管理ファイル 17 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（９） ⼯期開始⽇、⼯期終了⽇
・⽇付は、CCYY-MM-DD（CCYY：⻄暦の年数、MM：⽉、DD：⽇）⽅式
で必ず10桁で記⼊する。すなわち、⽉⼜は⽇が1桁の数の場合、「0」を付
加する。
 【例】平成30年4⽉1⽇ → 2018-04-01

17 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（９） ⼯期開始⽇、⼯期終了⽇
・⽇付は、CCYY-MM-DD（CCYY：⻄暦の年数、MM：⽉、DD：⽇）⽅式
で必ず10桁で記⼊する。すなわち、⽉⼜は⽇が1桁の数の場合、「0」を付
加する。
 【例】令和6年4⽉1⽇ → 2024-04-01

元号を令和に変更

４．⼯事管理ファイル 18 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（１０） ⼯事内容
・⼯事設計書（様式−1）に記載された⼯事内容に基づき、全⾓・半⾓英数
字127⽂字（全⾓⽂字換算）以内で記⼊する。

17 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（１０） ⼯事内容
・⼯事設計書（様式−1）に記載された⼯事内容に基づき、全⾓・半⾓英数
字500⽂字（全⾓⽂字換算）以内で記⼊する。

国⼟交通省電⼦納品要領最
新版に合わせた変更
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

４．⼯事管理ファイル 18 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（１２） 測地系、境界座標情報
・電⼦納品要領（⼯事）では、世界測地系を⽤い、「測地系」の区分コー
ドは世界測地系（JGD2000）の場合「01」、世界測地系（JGD2011）の場
合「02」（半⾓数字：固定）を記⼊する。
・境界座標情報は、当該業務の対象範囲を囲む矩形の領域を⽰し、⻄側及
び東側の経度と北側及び南側の緯度を各々度（3桁）分（2桁）秒（2桁）で
表される7桁の数値を記⼊する（図4-1参照）。該当が無い場合は
「99999999」（8桁）。

18 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（１２） 測地系、境界座標情報
・電⼦納品要領（⼯事）では、世界測地系を⽤い、「測地系」の区分コー
ドは世界測地系（JGD2000）の場合「01」、世界測地系（JGD2011）の場
合「02」（半⾓数字：固定）を記⼊する。
・境界座標情報は、当該業務の対象範囲を囲む矩形の領域を⽰し、⻄側及
び東側の経度と北側及び南側の緯度を各々度（3桁）分（2桁）秒（2桁）で
表される7桁の数値を記⼊する（例：0350205 北緯35°2′5″）（図4-1
参照）。該当が無い場合は「99999999」（8桁）。なお、対象領域が南緯
及び⻄経の場合は頭⽂字に「−」(HYPHEN-MINUS)を記⼊する。

対象領域が南緯及び⻄経の
場合の説明を追記

４．⼯事管理ファイル 19 ― 18,19 ４．３ ⼯事管理項⽬（国交省ファイル）
【解説】
（１３） 施設情報
・施設情報は、基本情報（施設名称、所在地）や維持管理情報（点検結果
等）を記⼊する。施設が複数ある場合には、繰返し記⼊する。
・施設コードは「9999」と記⼊する。
・施設名称には、「河川・路線名（事業）」、「距離標や施設名称(橋梁等
の構造名称）」、「構造物⼯事（補修⼯事含む）の場合は対象となる部材
名」等を発注者に確認し記載する。

施設情報の項⽬を追加

４．⼯事管理ファイル 21 ４．４ ⼯事管理項⽬（ＪＳファイル）
【解説】
（５） ⼯期着⼿年⽉⽇、⼯期完了年⽉⽇
・国交省ファイルの⼯期開始⽇、⼯期終了⽇と同じで良いとする。
・⽇付は、CCYY年MM⽉DD⽇（CCYY：⻄暦の年数、MM：⽉、DD：
⽇）の表⽰⽅式で必ず全⾓7⽂字（半⾓数字8桁＋全⾓⽂字3⽂字）で記⼊す
る。すなわち、⽉⼜は⽇が1桁の数の場合、「0」を付加する。
 【例】平成21年4⽉1⽇ → 2009年04⽉01⽇

21 ４．４ ⼯事管理項⽬（ＪＳファイル）
【解説】
（５） ⼯期着⼿年⽉⽇、⼯期完了年⽉⽇
・国交省ファイルの⼯期開始⽇、⼯期終了⽇と同じで良いとする。
・⽇付は、CCYY年MM⽉DD⽇（CCYY：⻄暦の年数、MM：⽉、DD：
⽇）の表⽰⽅式で必ず全⾓7⽂字（半⾓数字8桁＋全⾓⽂字3⽂字）で記⼊す
る。すなわち、⽉⼜は⽇が1桁の数の場合、「0」を付加する。
 【例】令和6年4⽉1⽇ → 2024年04⽉01⽇

元号を令和に変更
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

５．３．３ 図⾯管理項⽬（国交省ファイル） ５．３．３ 図⾯管理項⽬（国交省ファイル）

表5-7 図⾯管理項⽬（1/2） 表5-7 図⾯管理項⽬（1/2）

５．完成図フォルダ
【DRAWINGF】

32 32 ラスタファイル数の記述を
追記
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

５．３．３ 図⾯管理項⽬（国交省ファイル） ５．３．３ 図⾯管理項⽬（国交省ファイル）
表5-7 図⾯管理項⽬（2/2） 表5-7 図⾯管理項⽬（2/2）

５．完成図フォルダ
【DRAWINGF】

35 ５．３．３ 図⾯管理項⽬（国交省ファイル）
 【解説】
（１０）基準点情報
・緯度・経度を記⼊する場合は、半⾓数字7⽂字（度（3桁）、分（2桁）、
秒（2桁））で記⼊する。南緯・⻄経の場合は、頭⽂字に「-」(HYPHEN-
MINUS)をつけて8⽂字で記⼊する。

36 ５．３．３ 図⾯管理項⽬（国交省ファイル）
 【解説】
（１０）基準点情報
・緯度・経度を記⼊する場合は、半⾓数字7⽂字（度（3桁）、分（2桁）、
秒（2桁））で記⼊する。（例：0350205 北緯35°2′5″）なお、対象領
域が南緯及び⻄経の場合は頭⽂字に「−」(HYPHEN-MINUS)を記⼊する。

緯度・経度の記⼊内容を修
正

５．完成図フォルダ
【DRAWINGF】

3333 緯度・経度の記⼊内容と基
準点情報のデータ表現を修
正
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

46 ７．２．３ 打合せ簿管理項⽬ 46 ７．２．３ 打合せ簿管理項⽬
表7-3 打合せ簿管理項⽬（1/2） 表7-3 打合せ簿管理項⽬（1/2）

７．打合せ簿フォルダ
【MEET】

47,48 ７．２．３ 打合せ簿管理項⽬
【解説】
（３） 打合せ簿種類
・打合せ簿の種類を「指⽰」、「承諾」、「協議」、「提出」、「報
告」、「通知」のいずれかより記⼊する。
（中略）
「協議」とは、書⾯により契約図書の協議事項について、発注者⼜は監督
員と受注者が対等の⽴場で合議し、結論を得ることをいう。
（中略）
「提⽰」とは、監督職員が受注者に対し、⼜は受注者が監督員に対し、⼯
事に関わる書⾯⼜はその他の資料を⽰し、説明することをいう。
「報告」とは、受注者が監督職員に対し、⼯事の施⼯に関する事項につい
て、書⾯をもって知らせることをいう。
「通知」とは、監督職員が受注者に対し、⼜は受注者が監督職員に対し、
⼯事の施⼯に関する事項について、書⾯をもって知らせることをいう。

47,48 ７．２．３ 打合せ簿管理項⽬
【解説】
（３） 打合せ簿種類
・打合せ簿の種類を「指⽰」、「承諾」、「協議」、「提出」、「報
告」、「通知」、「確認」、「⽴会」、「その他」のいずれかより記⼊す
る。
（中略）
「協議」とは、書⾯により契約図書の協議事項について、発注者⼜は監督
職員と受注者が対等の⽴場で合議し、結論を得ることをいう。
（中略）
「報告」とは、受注者が監督職員に対し、⼯事の状況または結果につい
て、書⾯により知らせることをいう。
「通知」とは、発注者⼜は監督職員と受注者⼜は現場代理⼈の間で、⼜は
受注者が監督職員に対し、⼯事の施⼯に関する事項について、書⾯により
互いに知らせることをいう。
「確認」とは、契約図書に⽰された事項について、監督職員、検査職員⼜
は受注者が臨場もしくは関係資料により、その内容について契約図書との
適合を確かめることをいう。
「⽴会」とは、契約図書に⽰された項⽬について、監督職員が臨場によ
り、その内容について契約図書との適合を確かめることをいう。
「その他」とは、発注者⼜は監督職員と受注者⼜は現場代理⼈との間で、

内容 外 事 録 残 が

国⼟交通省電⼦納品要領最
新版に合わせた変更
不要な説明（提⽰）の削除
⼟⽊共通仕様書（JS）を引
⽤した表記に変更

７．打合せ簿フォルダ
【MEET】

国⼟交通省電⼦納品要領最
新版に合わせた変更
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

７．打合せ簿フォルダ
【MEET】

48 ７．２．３ 打合せ簿管理項⽬
【解説】
（６） 発⾏⽇付・受理⽇付・完了⽇付
・⽇付は、CCYY-MM-DD（CCYY：⻄暦の年数、MM：⽉、DD：⽇）⽅式
で必ず10桁で記⼊する。すなわち、⽉⼜は⽇が1桁の数の場合、「0」を付
加する。
 【例】平成21年4⽉1⽇ → 2009-04-01

48 ７．２．３ 打合せ簿管理項⽬
【解説】
（６） 発⾏⽇付・受理⽇付・完了⽇付
・⽇付は、CCYY-MM-DD（CCYY：⻄暦の年数、MM：⽉、DD：⽇）⽅式
で必ず10桁で記⼊する。すなわち、⽉⼜は⽇が1桁の数の場合、「0」を付
加する。
 【例】令和6年4⽉1⽇ → 2024-04-01

元号を令和に変更

８．３．３ その他管理項⽬ ８．３．３ その他管理項⽬
表8-5 その他管理項⽬ 表8-5 その他管理項⽬

８．その他フォルダ
【OTHRS】

55 55 シリアル番号の記⼊内容を
修正
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

１０．１ 電⼦成果品の作成の流れ １０．１ 電⼦成果品の作成の流れ
図10-1 電⼦成果品の作成の流れ 図10-1 電⼦成果品の作成の流れ

１０．電⼦成果品の作成 60 １０．２ 電⼦媒体の形態等
・電⼦媒体は、⽩⾊レーベルのCD-R⼜はDVD-Rで、⻑期保存の信頼性が⾼
いメーカーのものを⽤いる。
・CD-Rのファイルフォーマットは、Jolietとする。
・DVD-Rのファイルフォーマットは、UDF Bridgeとする。

60 １０．２ 電⼦媒体の形態等
・電⼦媒体は、⽩⾊ラベルのCD-R、DVD-R、BD-R（⼀度しか書き込みで
きないもの）で、⻑期保存の信頼性が⾼いメーカーのものを⽤いる。
・CD-Rのファイルフォーマットは、Jolietとする。
・DVD-Rのファイルフォーマットは、UDF Bridgeとする。
・BD-Rのファイルフォーマットは、UDF2.6とする。

⽂⾔の修正
BD-Rが追加されたため、⽂
⾔を追記

１０．電⼦成果品の作成 58 58 「発注図書の貸与」に修正

※国交省要領に準拠した電子成果品作成

　支援ソフトを用いて作成することができる。

不備があった場合

電子ファイルの作成
（図面、書類、写真等）

電子成果品データの作成※

チェックシステムによる
データチェック 〔10.3〕

電子媒体への書き込み

チェックシステムによる
最終チェック 〔10.3〕

ウイルスチェック
〔10.4〕

ラベル等の作成
〔10.5〕

自 主 検 査
〔10.7〕

作成前確認

（必須ではないが実施が望ましい）

納 品
〔10.7〕

納 品 確 認
〔10.7〕

登 録 等
〔10.8〕

受 注 者 Ｊ Ｓ

発注図書の貸与

JS管理ファイル作成支援ソフト

JS電子納品チェックシステム等

ダウンロード

JS独自の管理ファイル追加

※国交省要領に準拠した電子成果品作成

　支援ソフトを用いて作成することができる。

不備があった場合

電子ファイルの作成
（図面、書類、写真等）

電子成果品データの作成※

チェックシステムによる
データチェック 〔10.3〕

電子媒体への書き込み

チェックシステムによる
最終チェック 〔10.3〕

ウイルスチェック
〔10.4〕

ラベル等の作成
〔10.5〕

自 主 検 査
〔10.7〕

作成前確認

（必須ではないが実施が望ましい）

納 品
〔10.7〕

納 品 確 認
〔10.7〕

登 録 等
〔10.8〕

受 注 者 Ｊ Ｓ

発注図の貸与

JS管理ファイル作成支援ソフト

JS電子納品チェックシステム等

ダウンロード

JS独自の管理ファイル追加
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

１０．電⼦成果品の作成 60 １０．２ 電⼦媒体の形態等
【解説】
・電⼦成果品は原則1⼯事1枚の電⼦媒体に格納する。⼯事種別、施⼯箇
所、指定部分等で分けてはならない。ただし、データが容量的に1枚の
DVD-Rに収まらない場合には、複数枚の電⼦媒体に分割することができる
（「10.6 電⼦成果品が複数枚になる場合の処置」参照）。
・CD-RやDVD-Rは光ディスク（⼯業プラスチックや有機⾊素）の経年変化
による物理的な劣化はあるため、⻑期保存の信頼性が⾼いメーカーのもの
を調べて⽤いる。

60 １０．２ 電⼦媒体の形態等
【解説】
・電⼦成果品は原則1⼯事1枚の電⼦媒体に格納する。⼯事種別、施⼯箇
所、指定部分等で分けてはならない。ただし、データが容量的に1枚の電⼦
媒体に収まらない場合には、複数枚の電⼦媒体に分割することができる
（「10.6 電⼦成果品が複数枚になる場合の処置」参照）。
・CD-R、DVD-R、BD-Rは光ディスク（⼯業プラスチックや有機⾊素）の
経年変化による物理的な劣化があるため、⻑期保存の信頼性が⾼いメー
カーのものを調べて⽤いる。
・BD-Rを使⽤する場合は、専⽤機器が必要となるため監督職員と協議する
こと。

BD-Rの利⽤に合わせて⽂⾔
を変更

１０．電⼦成果品の作成 64 １０．５ 電⼦媒体等の表記
・電⼦媒体のラベル⾯の表⾯には、以下の項⽬を直接印刷する（図10-
2）。
 （中略）

 １０）フォーマット形式  （Joliet ／ UDF Bridge）

64 １０．５ 電⼦媒体等の表記
・電⼦媒体のラベル⾯の表⾯には、以下の項⽬を直接印刷する（図10-
2）。
 （中略）

 １０）フォーマット形式  （Joliet ／ UDF Bridge ／ UDF2.6）

BD-Rのフォーマット形式を
追記

１０．電⼦成果品の作成 65 １０．５ 電⼦媒体等の表記
図10-2、図10-3
（２）発注年度 平成〇年度
（５）完成年⽉ 平成○○年〇⽉

65 １０．５ 電⼦媒体等の表記
図10-2、図10-3
（２）発注年度 令和〇年度
（５）完成年⽉ 令和○○年〇⽉

元号を令和に変更

15 / 46 ページ



⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

１０．６ 電⼦成果品が複数枚になる場合の処置 １０．６ 電⼦成果品が複数枚になる場合の処置

図10-4 電⼦成果品の複数枚の電⼦媒体への格納例 図10-4 電⼦成果品の複数枚の電⼦媒体への格納例

１０．電⼦成果品の作成 67 67 DTD、XSLのバージョンを
最新版に修正

M0001_01.拡張子

M0006_mm.拡張子

電子成果品の構成

電子媒体

ルート

基礎情報
メディア番号：1
メディア総枚数：2

全ての打合せ簿オリジナル
ファイルの内容を記載

【１枚目】

完成図フォルダは
必ず１枚目に格納

格納するデータがないた
めフォルダを作成しない

1枚目に全て
のデータを格
納できない

XML

DTD

XSL

INDEX_C.XML
INDE_C05.DTD
INDE_C05.XSL
INDEX_CJ.XML
IND_CJ01.DTD
IND_CJ01.XSL

DRAWINGF

（完成図フォルダ）

PLAN

（施工計画書フォルダ）

MEET

（打合せ簿フォルダ）

OTHRS

（その他フォルダ）

INDEX_C.XML
INDE_C05.DTD
INDE_C05.XSL
INDEX_CJ.XML
IND_CJ01.DTD
IND_CJ01.XSL

DRAWINGF

XML

DTD

XSL

PLAN

MEET

XML

DTD

XSL

ORG
PDF

（打合せ簿オリジナルファイル）

OTHRS

MEET.XML
MEET05.DTD
MEET05.XLS

基礎情報
メディア番号：2
メディア総枚数：2

1枚目と同じ打合せ簿管理
ファイルを格納

【２枚目】

1枚目に未格
納のデータを
格納する

INDEX_C.XML
INDE_C05.DTD
INDE_C05.XSL
INDEX_CJ.XML
IND_CJ01.DTD
IND_CJ01.XSL

DRAWINGF

XML

DTD

XSL

PLAN

MEET

XML

DTD

XSL

ORG
PDF

M0007_01.拡張子

Mnnnn_mm.拡張子

（打合せ簿オリジナルファイル）

MEET.XML
MEET05.DTD
MEET05.XLS

格納するデータがないた
めフォルダを作成しない

OTHRS

（打合せ簿
フォルダ）

（打合せ簿
フォルダ）

BORING

（地質データフォルダ）

格納するデータがないた
めフォルダを作成しない

M0001_01.拡張子

M0006_mm.拡張子

電子成果品の構成

電子媒体

ルート

基礎情報
メディア番号：1
メディア総枚数：2

全ての打合せ簿オリジナル
ファイルの内容を記載

【１枚目】

完成図フォルダは
必ず１枚目に格納

格納するデータがないため
フォルダを作成しない

1枚目に全て
のデータを
格納できない

XML

DTD

XSL

INDEX_C.XML
INDE_C09.DTD
INDE_C09.XSL
INDEX_CJ.XML
IND_CJ01.DTD
IND_CJ01.XSL

DRAWINGF

（完成図フォルダ）

PLAN

（施工計画書フォルダ）

MEET

（打合せ簿フォルダ）

OTHRS

（その他フォルダ）

INDEX_C.XML
INDE_C09.DTD
INDE_C09.XSL
INDEX_CJ.XML
IND_CJ01.DTD
IND_CJ01.XSL

XML

DTD

XSL

PLAN

MEET

XML

DTD

XSL

ORG
PDF

（打合せ簿オリジナルファイル）
OTHRS

MEET.XML
MEET05.DTD
MEET05.XLS

基礎情報
メディア番号：2
メディア総枚数：2

1枚目と同じ打合せ簿管理
ファイルを格納

【２枚目】

1枚目に未格
納のデータを
格納する

INDEX_C.XML
INDE_C09.DTD
INDE_C09.XSL
INDEX_CJ.XML
IND_CJ01.DTD
IND_CJ01.XSL

DRAWINGF

XML

DTD

XSL

PLAN

MEET

XML

DTD

XSL

ORG
PDF

M0007_01.拡張子

Mnnnn_mm.拡張子

（打合せ簿オリジナルファイル）

MEET.XML
MEET05.DTD
MEET05.XLS

格納するデータがないため
フォルダを作成しない

OTHRS

（打合せ簿
フォルダ）

（打合せ簿
フォルダ）

BORING

（地質データフォルダ）

格納するデータがないため
フォルダを作成しない

DRAWINGF
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

１０．７ 電⼦成果品の納品及び確認 １０．７ 電⼦成果品の納品及び確認
表10-1 電⼦成果品提出物⼀覧表 表10-1 電⼦成果品提出物⼀覧表

１０．電⼦成果品の作成 69 １０．７ 電⼦成果品の納品及び確認
【解説】
図10-5 JS電⼦納品チェックシステムによるチェック結果の出⼒例
適⽤要領（案） 平成XX年XX⽉版適⽤

69 １０．７ 電⼦成果品の納品及び確認
【解説】
図10-5 JS電⼦納品チェックシステムによるチェック結果の出⼒例
適⽤要領（案） 令和XX年XX⽉版適⽤

元号を令和に変更

BD-Rを追加6868１０．電⼦成果品の作成

提出部数

4組

1式

1式

1式

1式

ファイル種類 提出頻度
 ※ 印刷サイズ

文　書　類 200枚に1枚 A4版

図　　　面 100枚に1枚 A3版

※： 所定枚数に満たない場合は最低１枚を提出する

ファイル種類毎に下表に示す頻度で電子成
果品より抽出し、電子媒体から直接プリント
アウトしたものとする

（別表）　確認用印刷紙の提出頻度等

備　　考

 確認用印刷紙 ※

提 出 物 備　　考

 電子媒体 CD-R又はDVD-R

技術関係資料登録票 別記様式第１による

 電子成果品検査結果表 様式１による

 電子成果品チェック結果 チェックシステムから出力したもの

提出部数

4組

1式

1式

1式

1式

ファイル種類 提出頻度 ※ 印刷サイズ

文　書　類 200枚に1枚 A4版

図　　　面 100枚に1枚 A3版

※： 所定枚数に満たない場合は最低１枚を提出する

ファイル種類毎に下表に示す頻度で
電子成果品より抽出し、電子媒体から
直接プリントアウトしたものとする

（別表）　確認用印刷紙の提出頻度等

備　　考

 確認用印刷紙 ※

提 出 物 備　　考

 電子媒体
CD-R、DVD-R、BD-R
※BD-Rを使用する場合は監督職員と協議すること

技術関係資料登録票 別記様式第１による

 電子成果品検査結果表 様式１による

 電子成果品チェック結果 チェックシステムから出力したもの
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

１０．８ 電⼦成果品の登録及び保管
【解説】
（中略）
・JS本社・設計センターでの保管⽤に電⼦成果品（2部）、その他書類1式
と共に、技術戦略部技術開発企画課に送付する。

１０．８ 電⼦成果品の登録及び保管
【解説】
（中略）
・JS本社・設計センターでの保管⽤に電⼦成果品（2部）、その他書類1式
と共に、事業統括部技術監理課に送付する。

図10-6 電⼦成果品の登録・保管の流れ 図10-6 電⼦成果品の登録・保管の流れ

１０．電⼦成果品の作成 電⼦成果品送付先の名称を
事業統括部技術監理課、シ
ステムマネジメント課に修
正

7171

設計センター

企画調整課 情報システム室

ＪＳ職員

本社
総合事務所
／事務所

受注者 委託団体
技術戦略部

技術開発企画課

提出（４部）

引渡

送付

保管

保管

ドキュメント管理
システム登録

電子成果品（４部）

作成

提出

電子成果品検査結果表（様式１）
技術関係資料登録票（別記様式第１）
電子成果品チェック結果
確認用印刷紙

確認用印刷紙

以外を送付

電子成果品
の確認

技術情報
資料の登録

送付

保管保管

データ

資料請求

電子成果品（１部） 電子成果品（１部）電子成果品（１部）

電子成果品

（２部）

電子成果品（１部）

その他書類（１式）

利用

閲覧
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

付属資料3.
WBS CODE  BOOK
1.作業WBS CODE

5-10 ⼯事-10 作業WBSコードの更新
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

付属資料3.
WBS CODE  BOOK
1.作業WBS CODE

5-11 ⼯事-11 作業WBSコードの更新
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

付属資料3.
WBS CODE  BOOK
1.作業WBS CODE

⼯事-12 作業WBSコードの更新

付属資料5.様式集
５．２ 電⼦納品事前協議
チェックシート

5-19 ⼯事-20 適⽤年度の更新
BD-Rを追加
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⼯事完成図書
⼯事完成図書電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
⼯事完成図書電⼦納品要領 H.30.4

 項⽬(番号は改定前)
⼯事完成図書電⼦納品要領 R06.4

理由

付属資料5.様式集
５．３ 技術関係登録票
【別記様式第１】

5-20 ⼯事-21 元号を令和に変更
BD-Rを追加
JS部署名の変更
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
１．⼀般事項 1−1 １．１ 適⽤範囲

・本要領は、実施設計等の業務委託の成果品を電⼦納品する際のフォルダ
構成やファイル形式、電⼦媒体の仕様等について、国⼟交通省の『⼟⽊設
計業務等の電⼦納品要領H28.3』（以下、「国交省要領」という）及び
『CAD製図基準H29.3』（以下、「国交省CAD基準」という）に準拠して、
JSにおける規定を定めたものである。
・本要領の   マークが記載されている内容は、国交省要領及び国交省
CAD基準、ならびに、国⼟交通省の『電⼦納品運⽤ガイドライン【業務
編】H28.3』及び『CAD製図基準に関する運⽤ガイドラインH29.3』に定め
る事項に対して追加、修正等を⾏って、本要領で独⾃に規定した内容を表
す。

1−1 １．１ 適⽤範囲
・本要領は、実施設計等の業務委託の成果品を電⼦納品する際のフォルダ
構成やファイル形式、電⼦媒体の仕様等について、国⼟交通省の『⼟⽊設
計業務等の電⼦納品要領R5.3』（以下、「国交省要領」という）及び
『CAD製図基準H29.3』（以下、「国交省CAD基準」という）に準拠して、
JSにおける規定を定めたものである。
・本要領の   マークが記載されている内容は、国交省要領及び国交省
CAD基準、ならびに、国⼟交通省の『電⼦納品運⽤ガイドライン【業務
編】R5.3』及び『CAD製図基準に関する運⽤ガイドラインH29.3』に定める
事項に対して追加、修正等を⾏って、本要領で独⾃に規定した内容を表
す。

年版改定

１．⼀般事項 1−3 １．２ 準拠する要領・基準
【解説】

1−3 １．２ 準拠する要領・基準
【解説】

表1-1 準拠する要領・基準 表1-1 準拠する要領・基準

項⽬
(番号は改定前)

実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4
理由

年版改定

JS JS
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

１．⼀般事項 1−4 １．３ ⽤語の定義
 本要領で⽤いる⽤語を以下のとおり定義する。
 ア） 電⼦納品
 電⼦納品とは、電⼦成果品を納品することを指す。
 イ） 電⼦成果品
 電⼦成果品とは、⼀般仕様書等において規定される成果品のうち、電⼦
納品要領等に基づいて作成した電⼦データを指す。
 ウ） 電⼦媒体
 電⼦媒体とは、電⼦成果品を格納した記録媒体（CD-R⼜はDVD-R）を指
す。
 エ） 報告書オリジナルファイル
 報告書オリジナルファイルとは、報告書ファイルを作成する元となる⽂
書データ（DOC、DOCX）、表計算データ（XLS、XLSX）、プレゼンテー
ションデータ（PPT、PPTX）及び画像データ（JPG、ただし写真データを
除く）を指す。

1−4 １．３ ⽤語の定義
本要領で⽤いる⽤語を以下のとおり定義する。
 ア） 電⼦納品
 電⼦納品とは、受注者が発注者に、電⼦成果品を納品することを指す。
 イ） 電⼦成果品
 電⼦成果品とは、電⼦的⼿段によって発注者に納品する成果品となる電
⼦データを指す。
 ウ） 電⼦媒体
 電⼦媒体とは、電⼦成果品を格納した記録媒体（CD-R、DVD-R、BD-
R）を指す。
 エ） オリジナルファイル
 オリジナルファイルとは、CAD、ワープロ、表計算ソフト、3 次元モデ
ル、点群データ、スキャニング（紙原本しかないもの）によって作成した
電⼦データ等のことをいう。

⽂⾔の変更、BD-Rの追記
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

３．フォルダ構成 1−6 ３． フォルダ構成 1−6 ３． フォルダ構成 DTD、XSLバージョンを最
新版に変更

図3-1 フォルダ構成 図3-1 フォルダ構成
３．フォルダ構成 1−7 ― 1−7 3. フォルダ構成

・「OPENREP」、「REGISTER」、「ICON」、「BIMCIM」フォルダは作
成しない。

追加

001DXXXZ-○○○○.SFC 図面ファイル001

nnnDXXXZ-○○○○.SFC 図面ファイルnnn

INDEX_D.XML 業務管理ファイル（国交省）

INDE_D04.DTD 文書定義ファイル

INDE_D04.XSL スタイルファイル
INDEX_DJ.XML 業務管理ファイル（JS）

IND_DJ01.DTD 文書定義ファイル
IND_DJ01.XSL スタイルファイル

REPORT.XML 報告書管理ファイル（国交省）

REP04.DTD
REP04.XSL
REP_JS.XML 報告書管理ファイル（JS）

REP_J01.DTD

REP_J01.XSL

電子媒体ルート

（報告書フォルダ）

写真フォルダ ：デジタル写真管理情報基準に準拠

測量データフォルダ ：測量成果電子納品要領に準拠

地質データフォルダ ：地質・土質調査成果電子納品要領に準拠

REPORT

REPORT01.PDF 報告書ファイル01

REPORTnn.PDF 報告書ファイルnn

REP01_01.XXXX 報告書オリジナルファイル01_01

REPnn_mm.XXXX 報告書オリジナルファイルnn_mm（報告書オリジナル

ファイルフォルダ）

（図面画像ファイル

フォルダ）

（図面フォルダ）

（透視図等画像

ファイルフォルダ）

VIEW01.JPG 透視図等画像ファイル01

VIEWnn.JPG 透視図等画像ファイルnn

破線枠部分は

本要領独自の規定

XML

DTD
XSL

XML

DTD

XSL

PDF

ORG

DRAWING

XML

DTD

XSL

SFC

DRAWING.XML 図面管理ファイル（国交省）

DRAW04.DTD
DRAW04.XSL
DRAW_JS.XML 図面管理ファイル（JS）

DRA_DJ01.DTD

DRA_DJ01.XSL

IMAGE
PDF

001DXXXZ-○○○○.PDF 図面画像ファイル001

nnnDXXXZ-○○○○.PDF 図面画像ファイルnnn

VIEW
JPG

PHOTO

SURVEY

BORING

001DXXXZ-○○○○.SFC 図面ファイル001

nnnDXXXZ-○○○○.SFC 図面ファイルnnn

INDEX_D.XML 業務管理ファイル（国交省）
INDE_D08.DTD 文書定義ファイル
INDE_D08.XSL スタイルファイル
INDEX_DJ.XML 業務管理ファイル（JS）
IND_DJ01.DTD 文書定義ファイル
IND_DJ01.XSL スタイルファイル

REPORT.XML 報告書管理ファイル（国交省）
REP04.DTD
REP04.XSL
REP_JS.XML 報告書管理ファイル（JS）
REP_J01.DTD
REP_J01.XSL

電子媒体ルート

（報告書フォルダ）

写真フォルダ ：デジタル写真管理情報基準に準拠

測量データフォルダ ：測量成果電子納品要領に準拠

地質データフォルダ ：地質・土質調査成果電子納品要領

REPORT

REPORT01.PDF 報告書ファイル01

REPORTnn.PDF 報告書ファイルnn

REP01_01.XXXX 報告書オリジナルファイル01_01

REPnn_mm.XXXX 報告書オリジナルファイルnn_mm（報告書オリジナル

ファイルフォルダ）

（図面画像ファイル

フォルダ）

（図面フォルダ）

（透視図等画像

ファイルフォルダ）

VIEW01.JPG 透視図等画像ファイル

01

VIEWnn.JPG 透視図等画像ファイルnn

破線枠部分は

本要領独自の規定

XML

DTD

XSL

XML

DTD

XSL

PDF

ORG

DRAWING

XML

DTD

XSL

SFC

DRAWING.XML 図面管理ファイル（国交省）
DRAW04.DTD
DRAW04.XSL
DRAW_JS.XML 図面管理ファイル（JS）
DRA_DJ01.DTD
DRA_DJ01.XSL

IMAGE
PDF

001DXXXZ-○○○○.PDF 図面画像ファイル

001

VIEW
JPG

PHOTO

SURVEY

BORING
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

４．成果品の管理項⽬ 1−10 ４．１ 業務管理ファイル（国交省）
表4-1 業務管理項⽬（国交省）（1/2）

1−11 ４．１ 業務管理ファイル（国交省）
表4-1 業務管理項⽬（国交省）（1/3）

国⼟交通省電⼦納品要領最
新版に合わせた変更・追加
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

４．成果品の管理項⽬ 1−11 ４．１ 業務管理ファイル（国交省）
表4-1 業務管理項⽬（国交省）（2/2）

1−12 ４．１ 業務管理ファイル（国交省）
表4-1 業務管理項⽬（国交省）（2/3）

境界座標情報の記⼊内容を
修正
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

４．成果品の管理項⽬ ― ― 1−13 ４．１ 業務管理ファイル（国交省）
表4-1 業務管理項⽬（国交省）（3/3）

国⼟交通省電⼦納品要領最
新版に合わせた変更・追加

４．成果品の管理項⽬ 1−11 ― 1−14 ４．１ 業務管理ファイル（国交省）
表4-1 業務管理項⽬（国交省） 凡例
*1) 平⾯直⾓座標は必須記⼊とする。（緯度経度は、条件付き必須記⼊と
し、データが分かる場合は必ず記⼊する）
*2) 平⾯直⾓座標系番号の詳細については、国⼟地理院のホームページを参
照する。

凡例の追加
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

４．成果品の管理項⽬ 1−12 ４．１ 業務管理ファイル（国交省）
【解説】
（２） 適⽤要領基準
・本要領は、国交省の「⼟⽊設計業務等の電⼦納品要領（H28.3）」に準拠
するため、設計対象の⼯事種別に関わらず、「⼟⽊201603-01」（固定）を
記⼊する。
―

1−14 ４．１ 業務管理ファイル（国交省）
【解説】
（２） 適⽤要領基準
・本要領は、国交省の「⼟⽊設計業務等の電⼦納品要領（R5.3）」に準拠
するため、設計対象の⼯事種別に関わらず、「⼟⽊202303-01」（固定）を
記⼊する。
（３） 公開⽤成果品フォルダ名、台帳オリジナルファイルフォルダ名、台
帳ファイルフォルダ名、ICONフォルダ名、BIMCIMフォルダ名
・電⼦納品要領（業務）では、記⼊不要とする。
（４） テクリス参照
・テクリス（Technical Consulting Records Information System）は、建
設コンサルタントの実績・技術者データベースであり、プロポーザル⽅式
等の⼊札・契約⼿続きを⽀援することを⽬的としている。
・テクリスに未登録の業務は、「業務実績システム登録番号」に「0」を記
⼊する。
 受注者コードを持たない受注者は、「受注者コード」に「0」を記⼊す
る。

適⽤要領基準の年版改定

記⼊不要フォルダ名、テク
リス情報⼊⼒に関する項⽬
を追加

４．成果品の管理項⽬ 1−12 （５） 住所
・住所は、設計図書等に⽰された業務対象施設の住所を記⼊する（複数記
⼊可）。

1−15 （７） 住所
・住所は、設計図書等に指⽰されている住所、地名(○○事務所管内、○○
川流域など)を含め、該当地域の住所を記⼊する（複数記⼊可）。データ表
現は全⾓⽂字・半⾓英数字とし、全⾓英数字は⽤いない。また、原則とし
て住所に俗称は⽤いない。

追記

４．成果品の管理項⽬ 1−12 （７） 測地系、境界座標情報
・本要領では世界測地系とし、「測地系」の区分コードは世界測地系
（JGD2000）の場合「01」、世界測地系（JGD2011）の場合「02」（半⾓
数字：固定）を記⼊する。
・境界座標情報は、当該業務の対象範囲を囲む矩形の領域を⽰し、⻄側及
び東側の経度と北側及び南側の緯度を各々度（3桁）分（2桁）秒（2桁）で
表される7桁の数値を記⼊する（例：0350205 北緯35°2′5″）（図4-1
参照）。境界座標の精度は、100m程度を⽬安とする（経緯度の1秒は地上
距離で約30mに相当）。

1−15 （９） 測地系、境界座標情報
・本要領では世界測地系とし、「測地系」の区分コードは世界測地系
（JGD2000）の場合「01」、世界測地系（JGD2011）の場合「02」（半⾓
数字：固定）を記⼊する。
・境界座標情報は、当該業務の対象範囲を囲む矩形の領域を⽰し、⻄側及
び東側の経度と北側及び南側の緯度を各々度（3桁）分（2桁）秒（2桁）で
表される7桁の数値を記⼊する（例：0350205 北緯35°2′5″）（図4-1
参照）。なお、対象領域が南緯及び⻄経の場合は頭⽂字に「−」
(HYPHEN-MINUS)を記⼊する。境界座標の精度は、100m程度を⽬安とす
る（経緯度の1秒は地上距離で約30mに相当）。

対象領域が南緯及び⻄経の
場合の説明を追記
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

４．成果品の管理項⽬ 1−13 （８）施設名称
 基本計画策定業務の場合は、当該計画の名称を記⼊する。
【例】○○市公共下⽔道事業計画
 業務対象施設が複数含まれる場合は、半⾓カンマで区切って記⼊する。
【例】○○浄化センター,××ポンプ場,△△ポンプ場

1−16 （１０）施設情報
・施設情報には、基本情報（施設名称、所在地）や維持管理情報（点検結
果等）を記⼊する。施設が複数ある場合には、繰返し記⼊する。
・施設コードは「9999」と記⼊する。
・施設名称には、基本計画策定業務の場合は、当該計画の名称を記⼊す
る。
【例】○○市公共下⽔道事業計画

国⼟交通省の記載に合わせ
て変更

４．成果品の管理項⽬ ― 1−18 （１） 基本事項
・業務管理項⽬（JS）は、JSにおける電⼦成果品の保存・管理・活⽤に必
要な属性項⽬である。
・業務管理項⽬（JS）のデータ表現の定義は、「9. 使⽤⽂字」に従う。
・業務管理項⽬（JSファイル）は、表4-2に⽰す⽂字数以内で記⼊する。な
お、全⾓⽂字と半⾓英数字が混在している項⽬については、全⾓の⽂字数
を⽰しており、半⾓英数字2⽂字で全⾓⽂字1⽂字に相当する。
・表4-2の備考欄に⽰した項⽬は、国交省ファイル（INDEX_D.XML）と同
⼀の内容を記⼊する。なお、発注年度、業務着⼿年⽉⽇及び業務完成年⽉
⽇については、国交省ファイルとJSファイルで表⽰⽅式が異なるため留意
する。

追記

４．成果品の管理項⽬ ― 1−18 （２） 業務委託番号
・「4.1（5）設計書コード」を参照のこと（半⾓英数字10⽂字：固定
⻑）。

追加

４．成果品の管理項⽬ ― 1−18 （３） 契約⾦額
・当該業務の契約⾦額（税込）を円単位で記⼊する（半⾓英数字15⽂字以
内）。
・契約⾦額の変更があった場合は最終の契約⾦額を記⼊する。
・桁区切りの「,」（半⾓カンマ）は記⼊してはならないものとする。
   【良い例】10500000         【悪い例】10,500,000

追加
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

４．成果品の管理項⽬ ― 1−18 （４） 業務着⼿年⽉⽇、業務完了年⽉⽇
・国交省ファイルの履⾏期間着⼿、履⾏期間完了と同じで良いとする。
・⽇付は、CCYY年MM⽉DD⽇（CCYY：⻄暦の年数、MM：⽉、DD：
⽇）の表⽰⽅式で必ず全⾓7⽂字（半⾓数字8桁＋全⾓⽂字3⽂字）で記⼊す
る。すなわち、⽉⼜は⽇が1桁の数の場合、「0」を付加する。
    【例】令和6年4⽉1⽇ → 2024年04⽉01⽇

追加

４．成果品の管理項⽬ ― 1−18 （５） プロジェクトコード
・JSのプロジェクトコード（【例】0-01-1234）をハイフン「-」を含め記
⼊する（半⾓英数字9⽂字：固定⻑）。なお、プロジェクトコードは、調査
職員の指⽰によるものとする。
・登録番号の前半の7桁は、プロジェクトコードからハイフンを省いたもの
に⼀致するので留意する。
   【例】登録番号     ：0011234J01
       プロジェクトコード：0-01-1234

追加

４．成果品の管理項⽬ ― 1−18 （６） ドキュメント識別名、提出ファイル名
・ドキュメント識別名は「実施設計図、実施設計成果物」を基本とする。
ただし、格納する設計成果品が「実施設計図」⼜は「実施設計成果物」の
いずれか⼀⽅のみになる場合は、当該⼀⽅のみを記⼊する。
・実施設計図提出ファイル数は、「DRAWAING/IMAGE」サブフォルダに
格納する図⾯画像ファイル（PDFファイル）のファイル数を記⼊する。な
お図⾯ファイル（SXF仕様のファイル）のファイル数は含めてはならない。
・実施設計成果物提出ファイル数は、「REPORT」フォルダに格納する報
告書ファイル（PDFファイル）のファイル数を記⼊する。なお報告書オリ
ジナルファイルのファイル数は含めてはならない。

追記
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

４．成果品の管理項⽬ 1−21 ４．５ 図⾯管理ファイル（国交省）
表4-7 図⾯管理項⽬（国交省）（1/2）

1−25 ４．５ 図⾯管理ファイル（国交省）
表4-7 図⾯管理項⽬（国交省）（1/2）

ラスタファイル数の記⼊内
容に追記
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

４．成果品の管理項⽬ 1−22 ４．５ 図⾯管理ファイル（国交省）
表4-7 図⾯管理項⽬（国交省）（2/2）

1−26 ４．５ 図⾯管理ファイル（国交省）
表4-7 図⾯管理項⽬（国交省）（2/2）

緯度・経度の記⼊内容と基
準点情報のデータ表現を修
正

４．成果品の管理項⽬ 1−24 ４．５ 図⾯管理ファイル（国交省）
【解説】
（１０） 基準点情報
 （中略）
・緯度・経度を記⼊する場合は、半⾓数字7桁（度（3桁）、分（2桁）、秒
（2桁））で記⼊する。（例：0350205 北緯35°2′5″）

1−29 ４．５ 図⾯管理ファイル（国交省）
【解説】
（１０） 基準点情報
 （中略）
・緯度・経度を記⼊する場合は、半⾓数字7桁（度（3桁）、分（2桁）、秒
（2桁））で記⼊する。（例：0350205 北緯35°2′5″）なお、対象領域
が南緯及び⻄経の場合は頭⽂字に「−」(HYPHEN-MINUS)を記⼊する。

対象領域が南緯及び⻄経の
場合の説明を追記

５．ファイル形式 1−28 成果品のファイル形式は、以下のとおりとする。
・報告書オリジナルファイルのファイル形式は、以下を原則とする。
  ⽂書データ：Microsoft Word（DOC、DOCX）形式
  表計算データ：Microsoft Excel（XLS、XLSX）形式
  プレゼンデータ：Microsoft Power Point（PPT、PPTX）形式
  画像データ：JPEG形式

1−32 成果品のファイル形式は、以下のとおりとする。
・報告書オリジナルファイルのファイル形式は、以下を原則とする。
  ⽂書データ：Microsoft Word（DOC、DOCX）形式
  表計算データ：Microsoft Excel（XLS、XLSX）形式
  プレゼンデータ：Microsoft Power Point（PPT、PPTX）形式
  画像データ：JPEG形式
・報告書オリジナルファイルの形式について、原則以外のデータは調査職
員と協議を⾏う。

ファイル形式の例外ケース
を追加
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

５．ファイル形式 1−28 【解説】
・業務管理ファイル（国交省）、報告書管理ファイル（国交省）、図⾯管
理ファイル（国交省）のXMLファイル様式は、国⼟交通省の電⼦納品Web
サイト（http://www.cals-ed.go.jp）から⼊⼿できる。記⼊例は国交省要領
及び国交省CAD基準の付属資料による。国交省基準に準拠した市販の電⼦
納品作成⽀援ツールを利⽤して作成が可能である。
・本要領で独⾃に定める各管理ファイル（JS）は「JS管理ファイル作成⽀
援ソフト（設計⽤）」で作成することができ、ソフトはJSの電⼦納品Web
サイト（https://www.jswa.go.jp/denshi/denshi.html）から⼊⼿できる。
・DTDファイルは国⼟交通省及びJSの電⼦納品Webサイトから⼊⼿でき、
名称が同じファイル（INDE_D04.DTD等）は内容も同じである。
・XSLファイルは電⼦成果品閲覧時のビューアとして利⽤するため作成す
る。各管理ファイル（JS）⽤のXSLファイルはJSの電⼦納品Webサイトか
ら⼊⼿できる。内容⽅法（スタイル）は任意とする。

1−33 【解説】
・業務管理ファイル（国交省）、報告書管理ファイル（国交省）、図⾯管
理ファイル（国交省）のXMLファイル様式は、国⼟交通省の電⼦納品Webサ
イト（http://www.cals-ed.go.jp）から⼊⼿できる。記⼊例は国交省要領及び
国交省CAD基準の付属資料による。国交省基準に準拠した市販の電⼦納品作
成⽀援ツールを利⽤して作成が可能である。
・XMLファイルの要素・属性、構造（⾒出し、段落など）を定義するDTD

ファイルは、外部ファイルの参照⽅式とし、対応する管理ファイルと同じ
階層（図3-1参照）に格納する。
・XMLファイルの表⽰形式（スタイル）を定義する XSLファイルは、外部
ファイルの参照⽅式とし、対応する管理ファイルと同じ階層（図3-1参照）
に必ず格納する。
・本要領で独⾃に定める各管理ファイル（JS）は「JS管理ファイル作成⽀援
ソフト（設計⽤）」で作成することができ、ソフトはJSの電⼦納品Webサイ
ト（https://www.jswa.go.jp/denshi/denshi.html）から⼊⼿できる。
・DTDファイルは国⼟交通省及びJSの電⼦納品Webサイトから⼊⼿でき、名
称が同じファイル（INDE_D04.DTD等）は内容も同じである。
・XSLファイルは電⼦成果品閲覧時のビューアとして利⽤するため作成す
る。各管理ファイル（JS）⽤のXSLファイルはJSの電⼦納品Webサイトから⼊
⼿できる。内容⽅法（スタイル）は任意とするが、電⼦ファイルにはハイ
パーリンクを必ず設定し、スタイルシートのリンクから資料を閲覧できる
ようにする。

XMLファイルに関する追記

５．ファイル形式 ― ― 1−33 図⾯情報穂画像を追加
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

７．ファイルの命名規則 1−32 表7-1 各管理ファイル、定義ファイルおよびスタイルファイルの名称 1−36 表7-1 各管理ファイル、定義ファイルおよびスタイルファイルの名称 DTD、XSLバージョンを最
新版に変更

８．電⼦成果品の作成 1−36 ８．２ 電⼦媒体の形態等
・電⼦成果品は原則1契約1枚の電⼦媒体に格納する。
・電⼦媒体への格納は、データを追記できない⽅式（ディスクアットワン
ス）で書き込む。
・電⼦媒体は、⽩⾊レーベルのCD-R⼜はDVD-Rで、⻑期保存の信頼性が⾼
いメーカーのものを⽤いる。
・CD-Rのファイルフォーマットは、Jolietとする。
・DVD-Rのファイルフォーマットは、UDF Bridgeとする。

1−40 ８．２ 電⼦媒体の形態等
・電⼦成果品は原則1契約1枚の電⼦媒体に格納する。
・電⼦媒体への格納は、データを追記できない⽅式（ディスクアットワン
ス）で書き込む。
・電⼦媒体は、⽩⾊ラベルのCD-R、DVD-R、BD-R（⼀度しか書き込みで
きないもの）で、⻑期保存の信頼性が⾼いメーカーのものを⽤いる。
・CD-Rのファイルフォーマットは、Jolietとする。
・DVD-Rのファイルフォーマットは、UDF Bridgeとする。
・BD-Rのファイルフォーマットは、UDF 2.6とする。

⽂⾔の修正
BD-Rの使⽤に関する記述を
追加

８．電⼦成果品の作成 1−36 ８．２ 電⼦媒体の形態等
【解説】
・電⼦成果品は原則1契約1枚の電⼦媒体に格納する。例えば、基本設計、
詳細設計が同⼀契約に含まれる場合などにおいても、業務毎に分割して作
成してはならない。ただし、データが容量的に1枚のDVD-Rに収まらない場
合には、複数枚の電⼦媒体に分割することができる（「8.6 電⼦成果品が
複数枚になる場合の処置」参照）。
・CD-RやDVD-Rは光ディスク（⼯業プラスチックや有機⾊素）の経年変化
による物理的な劣化はあるため、⻑期保存の信頼性が⾼いメーカーのもの
を調べて⽤いる。

1−40 ８．２ 電⼦媒体の形態等
【解説】
・電⼦成果品は原則1契約1枚の電⼦媒体に格納する。例えば、基本設計、
詳細設計が同⼀契約に含まれる場合などにおいても、業務毎に分割して作
成してはならない。ただし、データが容量的に1枚の電⼦媒体に収まらない
場合には、複数枚の電⼦媒体に分割することができる（「8.6 電⼦成果品
が複数枚になる場合の処置」参照）。
・CD-R、DVD-R、BD-Rは光ディスク（⼯業プラスチックや有機⾊素）の
経年変化による物理的な劣化があるため、⻑期保存の信頼性が⾼いメー
カーのものを調べて⽤いる。
・BD-Rを使⽤する場合は、専⽤機器が必要となるため調査職員と協議する
こと。

BD-Rの使⽤に合わせて⽂⾔
を変更

８．電⼦成果品の作成 1−40 ８．５ 電⼦媒体等の表記
・電⼦媒体のラベル⾯の表⾯には、以下の項⽬を直接印刷する（図8-2）。
 （中略）
  １０）フォーマット形式  （Joliet ／ UDF Bridge）

1−44 ８．５ 電⼦媒体等の表記
・電⼦媒体のラベル⾯の表⾯には、以下の項⽬を直接印刷する（図8-2）。
 （中略）
  １０）フォーマット形式  （Joliet ／ UDF Bridge ／ UDF2.6）

BD-Rのフォーマット形式を
追加
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

８．電⼦成果品の作成 1−41 ８．５ 電⼦媒体等の表記
図8-2、図8-3
（２）発注年度 平成〇年度
（５）完成年⽉ 平成○○年〇⽉

1−45 ８．５ 電⼦媒体等の表記
図8-2、図8-3
（２）発注年度 令和〇年度
（５）完成年⽉ 令和○○年〇⽉

元号を令和に変更

８．電⼦成果品の作成 1−43 ８．６ 電⼦成果品が複数枚に渡る場合の処置
【解説】

1−47 ８．６ 電⼦成果品が複数枚に渡る場合の処置
【解説】

DTD、XSLバージョンを最
新版に変更

図8-4 電⼦成果品の複数枚の電⼦媒体への格納例 図8-4 電⼦成果品の複数枚の電⼦媒体への格納例

REPORT01.PDF

REPORT10.PDF

電子成果品の構成

電子媒体

ルート

基礎情報
メディア番号： 1
メディア総枚数：2

全ての報告書ファイル
の内容を記載

【１枚目】

格納するデータがないた
めフォルダを作成しない

1枚目に全て
のデータを格
納できない

XML

DTD

XSL

INDEX_D.XML
INDE_D04.DTD
INDE_D04.XSL
INDEX_DJ.XML
IND_DJ01.DTD
IND_DJ01.XSL

REPORT

（報告書フォルダ）

DRAWING

（図面フォルダ）

PHOTO

（写真フォルダ）

SURVEY

（測量データフォルダ）

REPORT

XML

DTD

XSL

XML

DTD

XSL

ORG

（報告書オリジナル
ファイルフォルダ）

DRAWING

REPORT.XML
REP04.DTD
REP04.XLS
REP_JS.XML
REP_J01.DTD
REP_J01.XSL

【２枚目】

（報告書
フォルダ）

BORING

（地質データフォルダ）

格納するデータがないた
めフォルダを作成しない

INDEX_D.XML
INDE_D04.DTD
INDE_D04.XSL
INDEX_DJ.XML
IND_DJ01.DTD
IND_DJ01.XSL

PDF

（図面フォルダ）

REPORT11.PDF

REPORTnn.PDF

基礎情報
メディア番号： 2
メディア総枚数：2

１枚目と同じ報告書管
理ファイルを格納

残りのデータを格納

REPORT

XML

DTD

XSL

XML

DTD

XSL

ORG

（報告書オリジナル
ファイルフォルダ）

DRAWING

REPORT.XML
REP04.DTD
REP04.XLS
REP_JS.XML
REP_J01.DTD
REP_J01.XSL

（報告書
フォルダ）

INDEX_D.XML
INDE_D04.DTD
INDE_D04.XSL
INDEX_DJ.XML
IND_DJ01.DTD
IND_DJ01.XSL

PDF

（図面フォルダ）

全てのファイルを格納

全てのファイルを格納

REPORT01.PDF

REPORT10.PDF

電子成果品の構成

電子媒体

ルート

基礎情報
メディア番号： 1
メディア総枚数：2

全ての報告書ファイル
の内容を記載

【１枚目】

格納するデータがないため
フォルダを作成しない

1枚目に全て
のデータを格
納できない

XML

DTD

INDEX_D.XML
INDE_D08.DTD
INDE_D08.XSL
INDEX_DJ.XML
IND_DJ01.DTD
IND_DJ01.XSL

REPORT

（報告書フォルダ）

DRAWING

（図面フォルダ）

PHOTO

（写真フォルダ）

SURVEY

（測量データフォルダ）

REPORT

XML

DTD

XML

DTD

ORG

（報告書オリジナル
ファイルフォルダ）

DRAWING

REPORT.XML
REP04.DTD
REP04.XLS
REP_JS.XML
REP_J01.DTD
REP_J01.XSL

【２枚目】

（報告書
フォルダ）

BORING

（地質データフォルダ）

格納するデータがないため
フォルダを作成しない

INDEX_D.XML
INDE_D08.DTD
INDE_D08.XSL
INDEX_DJ.XML
IND_DJ01.DTD
IND_DJ01.XSL

PDF

（図面フォルダ）

REPORT11.PDF

REPORTnn.PDF

基礎情報
メディア番号： 2
メディア総枚数：2

１枚目と同じ報告書
管理ファイルを格納

残りのデータを格納

REPORT

XML

DTD

XML

DTD

ORG

（報告書オリジナル
ファイルフォルダ）DRAWING

REPORT.XML
REP04.DTD
REP04.XLS
REP_JS.XML
REP_J01.DTD
REP_J01.XSL

（報告書
フォルダ）

INDEX_D.XML
INDE_D08.DTD
INDE_D08.XSL
INDEX_DJ.XML
IND_DJ01.DTD
IND_DJ01.XSL

PDF

（図面フォルダ）

全てのファイルを格納

全てのファイルを格納
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

８．７ 電⼦成果品の納品及び確認 ８．７ 電⼦成果品の納品及び確認
表8-2 電⼦成果品提出物⼀覧 表8-2 電⼦成果品提出物⼀覧

８．電⼦成果品の作成 1−45 ８．７ 電⼦成果品の納品及び確認
【解説】
図8-5 JS電⼦納品チェックシステムによるチェック結果の出⼒例
業務委託名称：平成XX年度○○市××浄化センター実施設計業務委託
適⽤要領（案）：平成XX年XX⽉版適⽤

1−49 ８．７ 電⼦成果品の納品及び確認
【解説】
図8-5 JS電⼦納品チェックシステムによるチェック結果の出⼒例
業務委託名称：令和XX年度○○市××浄化センター実施設計業務委託
適⽤要領（案）：令和XX年XX⽉版適⽤

元号を令和に変更

1−46 ８．８ 電⼦成果品の登録及び保管
【解説】
（中略）
・JS本社での保管⽤に、電⼦成果品（1部）、その他書類1式と共に、技術
戦略部技術開発企画課に送付する。

1−50 ８．８ 電⼦成果品の登録及び保管
【解説】
（中略）
・JS本社での保管⽤に、電⼦成果品（1部）、その他書類1式と共に、事業
統括部技術監理課に送付する。

電⼦成果品送付先の名称を
事業統括部技術監理課、シ
ステムマネジメント課に修
正

図8-6 電⼦成果品の登録・保管の流れ 図8-6 電⼦成果品の登録・保管の流れ

８．電⼦成果品の作成

８．電⼦成果品の作成 1−44 1−48 BD-Rを追加

情報システム室

受注者 委託団体 総合事務所

本社

ＪＳ職員
技術戦略部

技術開発企画課

設計センター

企画調整課

提出（４部）

引渡

送付

保管

保管

ドキュメント管理
システム登録

電子成果品（４部）

作成

提出

電子成果品検査結果表（様式１）
技術関係資料登録票（別記様式第1-3）

電子成果品チェック結果
確認用印刷紙

確認用印刷紙

以外を送付

電子成果品
の確認

技術情報
資料の登録

送付

保管保管

データ

資料請求

電子成果品

（１部）

電子成果品

（１部）

電子成果品（１部）

その他書類（１式）

利用

閲覧

電子成果品

（１部）

電子成果品

（１部）
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

付属資料3.
WBS CODE  BOOK
1.作業WBS CODE

3-11 設計-11 作業WBSコードの更新
記載を作業レベルが表⽰さ
れている形式に変更
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

付属資料3.
WBS CODE  BOOK
1.作業WBS CODE

3-12 設計-12 作業WBSコードの更新
記載を作業レベルが表⽰さ
れている形式に変更

39 / 46 ページ



設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

付属資料3.
WBS CODE  BOOK
1.作業WBS CODE

3-13 設計-13 作業WBSコードの更新
記載を作業レベルが表⽰さ
れている形式に変更
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

付属資料3.
WBS CODE  BOOK
1.作業WBS CODE

3-14
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

付属資料3.
WBS CODE  BOOK
1.作業WBS CODE

3-15
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設計業務
実施設計業務等電⼦納品要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
項⽬

(番号は改定前)
実施設計業務等電⼦納品要領 R01.11 実施設計業務等電⼦納品要領 R06.4

理由

付属資料５．様式集（記
⼊例）
５．２ 技術関係資料登録
票【別記様式第 1-3】

3-25 設計-23 BD-Rを追加
JS部署名の変更
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⼯事記録写真
⼯事記録写真電⼦管理要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
１．適⽤ 3-1 【解説】

・写真要領は、⼯事完成時の提出図書のうち、⼯事記録写真のデジタル
データ（画像ファイル）を提出する際のフォルダ構成やファイル形式等に
ついて、国⼟交通省が定める『デジタル写真管理情報基準令和2年3⽉版』
（以下、「国交省基準」という）に準拠して、JSにおける運⽤を規定した
ものである。

3-1 【解説】
・写真要領は、⼯事完成時の提出図書のうち、⼯事記録写真のデジタル
データ（画像ファイル）を提出する際のフォルダ構成やファイル形式等に
ついて、国⼟交通省が定める『デジタル写真管理情報基準令和5年3⽉版』
（以下、「国交省基準」という）に準拠して、JSにおける運⽤を規定した
ものである。

年版改定

２．フォルダ構成 DTD、XSLバージョンを最
新版に変更
写真ファイルの拡張⼦を変
更

図2-1 PHOTOフォルダの構成 図2-1 PHOTOフォルダの構成
３．ファイル形式等 3-3 ― 3-3 ・写真ファイルと参考図ファイルの記録形式は、監督（調査）職員の承諾

を得た上で、JPEG（JIS X 4301:1995）、TIFF（JIS X 9205:2005）、SVG（JIS X

4197:2012）以外の形式とすることが出来る。
・動画ファイルの記録形式は⽇本産業規格（JIS）に⽰されるMP4形式等とす
る。
・動画ファイルの記録形式は、監督（調査）職員の承諾を得た上で、MP4

（JIS X 4332:2002）以外の形式とすることができる。

写真ファイル、参考図ファ
イル、動画ファイルの記録
形式に関する記述を追加

 項⽬(番号は改定前)
⼯事記録写真電⼦管理要領 R5.4 ⼯事記録写真電⼦管理要領 R6.4

理由

3-2 3-2

PHOTO.XML
PHOTO05.DTD
PHOTO05.XSL

（写真フォルダ）

P0000001.XXXX （写真ファイル0000001）

Pnnnnnnn.XXXX （写真ファイルnnnnnnn）

D0000001.XXXX （参考図ファイル0000001）

Dnnnnnnn.XXXX （参考図ファイルnnnnnnn）
（参考図フォルダ）

電子媒体ルート

写真要領

INDEX_C.XML
INDE_C09.DTD
INDE_C09.XSL
INDEX_CJ.XML
IND_CJ01.DTD
IND_CJ01.XSL

PDF

XML

DTD

XSL

PHOTO PDF
XML
DTD

PDFJPEG

PDF
JPEG

TIFFDRA

PIC

電子納品要領（工事）
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⼯事記録写真
⼯事記録写真電⼦管理要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
 項⽬(番号は改定前)

⼯事記録写真電⼦管理要領 R5.4 ⼯事記録写真電⼦管理要領 R6.4
理由

４．ファイル命名規則 3-4 表4-1 写真ファイルの命名規則 3-5 表4-1 写真ファイルの命名規則 写真ファイル、参考図ファ
イルの拡張⼦を変更

７．電⼦成果品（⼯事写
真）の作成

3-13 ７．２ 電⼦媒体の形態等
・電⼦成果品（⼯事写真）は⼯事完成図書の電⼦成果品とは別に作成す
る。
・電⼦成果品（⼯事写真）は原則1⼯事1枚の電⼦媒体に格納する。
・電⼦媒体への格納は、データを追記できない⽅式（ディスクアットワン
ス）で書き込む。
・電⼦媒体は、⽩⾊レーベルのCD-R⼜はDVD-Rで、⻑期保存の信頼性が⾼
いメーカーのものを⽤いる。
・CD-Rのファイルフォーマットは、Jolietとする。
・DVD-Rのファイルフォーマットは、UDF Bridgeとする。

3-14 ７．２ 電⼦媒体の形態等
・電⼦成果品（⼯事写真）は⼯事完成図書の電⼦成果品とは別に作成す
る。
・電⼦成果品（⼯事写真）は原則1⼯事1枚の電⼦媒体に格納する。
・電⼦媒体への格納は、データを追記できない⽅式（ディスクアットワン
ス）で書き込む。
・電⼦媒体は、⽩⾊ラベルのCD-R、DVD-R、BD-R（⼀度しか書き込みで
きないもの）で、⻑期保存の信頼性が⾼いメーカーのものを⽤いる。
・CD-Rのファイルフォーマットは、Jolietとする。
・DVD-Rのファイルフォーマットは、UDF Bridgeとする。
・BD-Rのファイルフォーマットは、UDF 2.6とする。

⽂⾔の修正
BD-Rの使⽤に関する記述を
追加

ファイル名 命名規則 データ表現 文字数 説　明

① 半角英大文字 5 文字固定（PHOTO）

② 半角英大文字 3 拡張子固定（XML）

① 半角英大文字 5 文字固定（PHOTO）

② 半角数字 2 準拠する国交省基準の版番号

③ 半角英大文字 3 拡張子固定（DTD）

① 半角英大文字 5 文字固定（PHOTO）

② 半角数字 2 準拠する国交省基準の版番号

③ 半角英大文字 3 拡張子固定（XSL）

① 半角英大文字 1 文字固定（P）

Pnnnnnnn.XXXX ② 半角英数字 7
写真フォルダ内で重複しない任
意の英数字

③ 半角英大文字 4以内 拡張子（JPEG、TIFF、SVG等）

① 半角英大文字 1 文字固定（D）

Dnnnnnnn.XXXX ② 半角英数字 7
参考図フォルダ内で重複しない
任意の英数字

③ 半角英大文字 4以内 拡張子（JPEG、TIFF、SVG等）

参考図ファイル

写真ファイル

スタイルシート PHOTO05.XSL

写真管理ファイル PHOTO.XML

ＤＴＤファイル PHOTO05.DTD

① ②

① ② ③

① ② ③

① ② ③

① ② ③
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⼯事記録写真
⼯事記録写真電⼦管理要領 新旧対照表

⾴ 内容 ⾴ 内容
 項⽬(番号は改定前)

⼯事記録写真電⼦管理要領 R5.4 ⼯事記録写真電⼦管理要領 R6.4
理由

７． 電⼦成果品（⼯事
写真）の作成

3-13 ７．２ 電⼦媒体の形態等
【解説】
・電⼦成果品（⼯事写真）は原則1⼯事1枚の電⼦媒体に格納する。ただ
し、データが容量的に1枚の電⼦媒体に収まらない場合には、複数枚の電⼦
媒体に分割することができる（「⼯事完成図書電⼦納品要領10.6電⼦成果品
が複数枚になる場合の処置」参照）。

3-14 ７．２ 電⼦媒体の形態等
【解説】
・電⼦成果品（⼯事写真）は原則1⼯事1枚の電⼦媒体に格納する。ただ
し、データが容量的に1枚の電⼦媒体に収まらない場合には、複数枚の電⼦
媒体に分割することができる（「⼯事完成図書電⼦納品要領10.6電⼦成果品
が複数枚になる場合の処置」参照）。
・BD-Rを使⽤する場合は、専⽤機器が必要となるため監督職員と協議する
こと。

BD-Rを仕様する場合の解説
を追加

７．電⼦成果品（⼯事写
真）の作成

3-14 ７．５ 電⼦媒体等の表記
・電⼦媒体のラベル⾯の表⾯には、以下の項⽬を直接印刷する（図7-2）。
 （中略）
  １０）フォーマット形式  （Joliet ／ UDF Bridge）

3-16 ７．５ 電⼦媒体等の表記
・電⼦媒体のラベル⾯の表⾯には、以下の項⽬を直接印刷する（図7-2）。
 （中略）
  １０）フォーマット形式  （Joliet ／ UDF Bridge ／ UDF2.6）

BD-Rのフォーマット形式を
追加

７．電⼦成果品（⼯事写
真）の作成

3-15 ７．５ 電⼦媒体等の表記
図7-2、図7-3
（２）発注年度 平成〇年度
（５）完成年⽉ 平成○○年〇⽉

3-17 ７．５ 電⼦媒体等の表記
図7-2、図7-3
（２）発注年度 令和〇年度
（５）完成年⽉ 令和○○年〇⽉

元号を令和に変更

７．６ 電⼦成果品（⼯事写真）の納品・確認 ７．６ 電⼦成果品（⼯事写真）の納品・確認
表7-1 電⼦成果品（⼯事写真） 表7-1 電⼦成果品（⼯事写真）

７．電⼦成果品（⼯事写
真）の作成

3-17 ７．７ 電⼦成果品（⼯事写真）の保管
【解説】
図7-4 JS電⼦納品チェックシステムによるチェック結果の出⼒例
適⽤要領（案） 平成XX年XX⽉版適⽤

3-19 ７．７ 電⼦成果品（⼯事写真）の保管
【解説】
図7-4 JS電⼦納品チェックシステムによるチェック結果の出⼒例
適⽤要領（案） 令和XX年XX⽉版適⽤

元号を令和に変更

７．電⼦成果品（⼯事写
真）の作成

3-16 3-18 BD-Rの記述を追加
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